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図 3. 写真を選択し，グループ化する

図 4.グループを折り畳む

るという点である．代表の選択は，写真のサムネイ
ルの右上に表示されているチェックボックスによっ
て行う．図 5は街灯に留った鴎の写真をグループ化
し，鴎が鳴いたところと飛び立ったところを代表と
して選んでいる．明示的に代表を選んでいない場合
は，グループの先頭の写真が代表として扱われる．
グループは連結したり分割したり，要素を追加した
り削除したりすることができる．
グループは入れ子にすることも可能である (図 6)．

内側のグループを畳んだ状態で表示されている代表
写真の右上のチェックをつけると，一つ上のグルー
プの代表写真となる．アルバム全体も，畳むことは
できないが一つのグループのように振る舞い，全体
の代表写真の一枚が画面左のアルバムリストのアル
バム名の横に表示される．この，グループ化と代表
の選択，折り畳み・展開による編集のインタフェー
スを，アコーディオン・インタフェースと呼ぶ．
写真やグループの並びは，ドラッグ&ドロップ

で変えることができる．畳まれたグループの代表写
真の並びも同様である．グループへの写真やサブグ
ループの追加や削除もドラッグ&ドロップでも行え
る．選択した写真のプレビューを表示することも可
能で (図 2左下)，ダブルクリックで大きなビューア
を呼び出すことも可能である．これらの機能により，
動画のカット編集を行うような形でアルバムを構成
することができ，グループを展開することで関連す
る写真や違う写真の再選択なども簡単に行える．
アルバム内の写真の並びの順序，グループ分け，

各グループの代表写真やその並び順，折り畳まれて

図 5. 代表写真を選択し，折り畳む

図 6.グループの入れ子

いるか否かなどの状態は明示的に保存を指示する必
要はなく，随時保存されている．状態は，一つのア
ルバムに対し別バージョンとして複数保存すること
ができる．新規アルバム作成時 (アルバムリストで
「新規アルバム」を選び名前を入力することで作成
される)には「メイン」というバージョンが自動的
に作成されている．ある程度編集を行い，その状態
は保持してそこから先は他のバージョンとして編集
したい場合は，「新規バージョン」を選択し，名前を
入力する．状態は全てメタデータとして持っている
ので，Album Weaver上での作業は元の写真に影響
を与えないし，写真の無駄なコピーは起こらない．
編集が終わり，閲覧だけを行いたい場合には，閲

覧モードに切り替え，グループの枠線などの編集の
ための情報を表示しない状態にすることもできる．
この場合，ユーザにとっては選ばれた写真だけが存
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在するフォルダを見ているのと同等である．リスト
から他のバージョンを選ぶことで，同じアルバムの
違う状態を呼び出すことも容易にできる．

a)

b)

c)

d)

図 7. 編集の例

3.1 編集の例

図 7は Album Weaverでアルバムの編集を行った
例である．a)はまずある旅行の一日の写真を読み込
んだだけの状態である．314枚の写真がある．この
とき，取り込む元のフォルダにサブフォルダがあれ
ば，その構造はグループに変換して反映される．撮
影時刻などによる自動グループ化も支援機能として
実装する予定である．b)は同じ状況で複数撮った写
真などをまとめ，基本的な整理を行った状態で，115
枚の写真がアルバムとして見えている．これをベー
スとしてさらに見どころなどをまとめてダイジェス
ト版のアルバムとしたのが c)であり，28枚の写真
にまとまっている．この規模ならば，ブログや SNS
のフォトアルバムに載せるにも手ごろである．d)は
折り畳み方を変えて噴水の虹の様子だけをまとめた
アルバムを作ってみた例である．メインのアルバム
をベースに，このバージョンに要らない写真は削除
したり，畳んだりしてまとめている．
グループを作成し，代表写真を選び畳んでゆくと

いう作業を進めてゆくと，そのアルバムで表示され
ている写真の枚数が次第に減っていき，作業を終えた
部分の結果も見えている．必ずしも全ての写真がい
ずれかのグループに属するわけではないが，グルー
プ化され畳まれている部分はすでに作業が終了して
いる部分をおおよそ示し，進捗状況が判りやすい．
このことは単純ではあるがユーザのモチベーション
の維持に大いに役立つ．

Album Weaverはスライドショーの機能や次に述
べるエクスポートでアルバムを様々な形で出力する
機能を備えているが，これらの対象となるのは常に
現在選択されているアルバムの現在表示されている
状態の写真である．グループの階層構造などに係ら
ず，表示されている写真は常に同様に扱われる．

3.2 エクスポート

「エクスポート」のボタンを押すと図 8左のよう
な Export Managerが現れる．Export Manager 上の
各「宛先」のアイテムは写真の送信先 (現在のとこ
ろメイルでの送信，フォーム形式による HTTPでの
アップロード，ローカルストレージへの出力に対応
している)と，そこへ送信する際の条件を保持して
いる (図 9)．宛先 (複数も可)を選び，送信ボタンを
押すと必要に応じてリサイズなどが行われ，送信さ
れる．写真の順序はもちろんアルバムでの並びが反
映され，ファイル名にも連番のプレフィックスが付
くようになっている．
従来の写真管理アプリケーションにも選択された

写真をリサイズし，それを添付した状態でメイラー
を起動する機能はあるが，送信先に応じて設定を変
える，といったことはできなかった．Export Manager
では送信先が携帯電話など細いネットワーク回線し
か使えない相手の場合には小さなサイズの写真を送
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り，大きなサイズの写真をメイルで送っても大丈夫
な相手には大きなサイズで送るということが同時に
行える．flickrなどのネットワーク上の写真サービ
スや，ファイル転送サービスなどにも対応させたり，
「ウェブにアップロードして，その URLを指定した
メイルアドレスに送る」などの複雑な設定にも対応
させる予定である．また，外部のネットワーク向け
だけではなく，印刷，一覧の印刷，家庭内のネット
ワーク家電への出力 (例えば「居間のテレビでスラ
イドショー」)なども同列に扱えるようにしてゆく．
宛先設定をオブジェクトとして単体で使うことも

考えられる．現在はメイルと HTTP での送信のみ
の対応であるが，送信先とリサイズの設定を埋め込
み，写真をドラッグ&ドロップすることで設定どお
りにリサイズして送ることができる実行ファイルを，
Export Managerの宛先オブジェクトから生成するこ
とができる (図 9)．この実行ファイルは，宛先を固
定したメイラーとして簡単に使える顔アイコン [6]
の拡張と位置づけられる．
これは自分が相手に写真を送るためだけでなく，

相手から自分に写真を送ってほしい場合にも活用す
ることができる．すなわち，自分宛に設定した実行
ファイルを生成し，それを何らかの手段で相手に渡
し，それに写真をドロップしてもらう．写真をリサ
イズしてメイルに添付したり，ファイル転送サービ
スを使ったりするのが敷居が高いと感じる相手にも，
より簡単に使ってもらえるものと期待できる．

4 まとめ

本稿では擬連続的メディアの概念を提案し，その
例である時間的に密度の高い写真群からアルバムを
構成するためのツール Album Weaverについて説明
した．ユーザは一連の写真群の中をグループ化し，
代表を選び，折り畳んでゆくアコーディオン・イン
タフェースによりアルバムを紡いでゆく．グループ
は階層的に設定でき，グループ化された写真はグ
ループが展開されている場合には全体が，折り畳ま
れている場合は代表写真が，それぞれ上の階層に属
する写真と同等に扱われる．できあがったアルバム
は Export Managerを用いて簡便に宛先に応じた各
種出力が行える．用途に応じて別バージョンのアル
バムを用意することも容易に行える．
今後は，Album Weaverを実際にユーザに使っても

らい検証するとともに，密度の高い写真群の擬連続
的なメディアとしての特徴をより活かした編集方法
の追求や，このようなメディアの活用方法などの研
究を行っていきたい．また，宛先オブジェクトを利
用したコミュニケーションの発展も考えて行きたい．
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図 8. Export Manager (右は二つの宛先を選択した状態)

図 9. 宛先オブジェクトを実行ファイル化したもの (左)
とその実行画面 (右)
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